
実践的サイバー防御演習

11/17
開講

「 挑～ドリル学習 2 トリアージ＋初動 」

・インシデントハンドリングにおいて、 CSIRTとして求め
られる役割を果たすための 実践的な対応手順を学びます。

・マルウェア検知、 USBメモリ紛失、委託先ランサムウェア
被害などの事例を題材に、トリアージ実施後の 初動対応、
対応方針の検討、エスカレーションの考え方 を習得します。

・実務でも使える 「 CYDER特製ワークシート」 を使って、
プロ目線を身につけましょう。

プレ CYDER
ドリル 2期

かなり歯ごたえのあるコンテンツを
作ってしまいました。
お願いです。皆さん挑戦してください！！

動画を観ながら進めるのは間違いないのだけど、
力を入れて動画と演習ワークを作ったら、なんと
総受講時間が7.8時間になってしまいました…

プレCYDERドリルって、動画中心のCSIRT初学者向け
だよね？本当にそんなに大変なコースなの？

次々と起こるインシデントにおいて、
入手した情報を整理しながら落とし込んでいくこと
で、初動対応のアクションが段階的に見えてくる

「CYDER特製ワークシート」を
作ったんです！
ワークシートを埋めていけば、自然にインシデント
ハンドリング経験者の脳内の動きをたどれるように
なっています。はっきり言って、自信作です。

腕が鳴る方、ガッツのある方、お待ちしてます！

インシデントハンドリングは、経験がものを言う
からね…。
7.8時間で経験者の目線や切り口を学べるコンテンツ
は、見たことないよ。



実践的サイバー防御演習

＜お問合せ先＞

国立研究開発法人 情報通信研究機構（NICT）
ナショナルサイバートレーニングセンター

Tel：042-327-5612 E-mail:cyder@ml.nict.go.jp

受講可能期間  2026/11/17 ~2027/01/29
想定受講時間  8時間程度（複数回に分けて受講できます！）
難易度   プレCYDER（ケーススタディ）とAコースの

知識のすき間を埋めるレベル
学習方法   eラーニング＋ビデオガイド視聴
受講対象者  全ての組織の方
申込方法   CYDERウェブサイトにて、ID取得の上お申し込みください
    https://cyder.nict.go.jp/
※国の機関、独立行政法人、指定法人、地方公共団体の職員の方は、
受講料はかかりません。集合演習と組み合わせても無料で受講できます。                         

プレ CYDER (ドリル 2期)概要

お勧めポイント

・リアリティ溢れるストーリー展開
→やまて市役所を舞台に、CSIRTメンバーの神田さん目線でストーリーが
進んで行きます。神田さん目線で考えワークを進めていくことで、まるで本
当にインシデント対応を経験しているような感覚を味わえます。

・反復練習で応用力が身につく演習プログラム
→異なる状況のインシデントハンドリングに繰り返しチャレンジすることで、
様々なケースに対応する応用力が身につきます。

・実務で使える「CYDER特製ワークシート」が手に入ります
→「CYDER特製ワークシート」に入手した情報を整理しながら落とし込んで
いくことで、初動対応のアクションが段階的に見えてくるようになります。

インシデントハンドリングの手順を、
根気強く& 段階的に学びたい方に最適です！

ハードモードです

CYDER
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